
ⅠⅠ  大大分分県県がが目目指指すす幼幼児児教教育育とと子子どどもものの姿姿  
 

１ 大分県幼児教育振興プログラム 

 

 

 

 

 

本県では、文部科学省が 2006 年（平成 18 年）に「幼児教育アクションプログラム」を

策定したことに伴い、幼稚園、保育所、認定こども園、学校関係者、学識経験者、保護者、

行政関係者からなる委員に審議をいただいて、2007年（平成 19年）３月に「大分県幼児教

育振興プログラム」を策定しました。また、2016（平成 28年）年３月には、幼児教育振興

プラグラム「しんけん遊ぶ子」（改訂版）を策定しました。 

今後、この振興プログラム（改訂版）に基づいて、本県における幼稚園、保育所、認定

こども園、小学校、行政、家庭、地域社会において、幼児教育の一層の振興・充実が図ら

れることを期待するとともに、県として幼児教育の振興に努めていきます。 

                   

    

 

※「大分県幼児教育振興プログラム」2016（改訂版）は、下記からダウンロードできます。 

             👉👉 http://www.pref.oita.jp/site/kyoiku/2001647.html 

 

 

２ 目指す幼児教育 

幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な役割を担っています。生活

や遊びといった直接的・具体的な体験を通して、人と関わる力、思考力、感性、表現する

力などを育み、人間として、社会と関わる人としての生きる力の基礎を培うことが大切に

なります。そのためには、遊びを中心とした生活を通して、発達に必要な経験が得られる

ように保育者による意図的・計画的な指導が必要です。 

本県では、小学校の前倒しのような早期教育を行うのではなく、幼児期の発達の特性に

応じた『遊び』を大切にした生活を通して、生きる力の基礎を培う幼児教育をめざしてい

ます。 

 

 

 
遊遊びびをを大大切切ににすするる幼幼児児教教育育  

 

2016年度（平成 28年度）から 2027年度までの１０年間 

  ※ただし、国の動向により、必要があれば見直しを行う。 
 

大分県幼児教育振興プログラム（改訂版）は、県内のどこに住んでいても小学校就

学前の子どもに対する豊かな教育の機会が保障されるように、幼稚園、保育所、認定

こども園、小学校、行政、家庭、地域社会が取り組むべき幼児教育に関する指針です。 

３ 目指す子どもの姿 

幼児期の子どもは、遊びを中心とした生活を通して、小学校以降の学びや生活の基盤に

つながる様々な学びの芽生えを身に付けています。幼児期の遊びの充実が小学校以降の学

びに向かう力につながっていきます。そのため、ただ遊ぶということではなく、夢中にな

って遊ぶ子どもを育てていくことが大切です。夢中になって遊んだ経験のある子どもは、

成人になってからの生活に大きな影響があるということも研究で明らかにされています。 

そこで、大分県の幼児教育は「夢中になって遊ぶ子」の育成をめざし、目指す子どもの

姿を、大分の方言を使って『 しんけん遊ぶ子 』という言葉でより強く表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ししんんけけんん遊遊ぶぶ子子  
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５ 言葉の定義 

大分県幼児教育振興プログラム（改訂版）では、「幼児教育」、「園」、「保育者」という言

葉を次のような意味で説明しています。 

 

（１）「幼児教育」 

 

 

 

 

 

※本書においては、「幼児教育」は、幼稚園で行われる教育、保育所で行われる保育、認定

こども園で行われる教育・保育を含みます。 

 

（２）「園」 

  

 

 

 

 

 

（３）「保育者」 

 

 

 

 

 

 

「「園園」」・・・・・・幼幼稚稚園園、、保保育育所所、、認認定定ここどどもも

園園をを一一つつににままととめめたた言言いい方方 

「「幼幼児児教教育育」」はは、、「「幼幼児児期期のの教教育育」」「「幼幼児児

期期のの教教育育・・保保育育」」とと同同様様のの意意味味 

「「保保育育者者」」・・・・・・幼幼稚稚園園教教諭諭、、保保育育士士、、  

保保育育教教諭諭をを一一つつににままととめめたた言言いい方方 

４ 幼児教育の範囲 

大分県幼児教育振興プログラム（改訂版）における「幼児教育」の範囲は、小学校就学

前までの子どもを対象とした幼稚園・保育所・認定こども園において行われる教育・保育

としています。 

つまり、小学校就学前までの子どもとは、０～５歳児の子どもを意味します。 

 

 

 

 

 

 

新しい保育所保育指針には、０～２歳児の保育に関わるねらい及び内容が新設されまし

た。その理由の一つとして、「非認知的能力」が０～２歳の頃からの関わりが大きく関係し

ているとわかってきたことが挙げられます。 

「非認知的能力」とは、「社会情動的スキル」とも呼ばれ、「我慢できる」「人の気持ちが

わかる」「自分の気持ちを切り替えられる」等の数値では表せない力を指します。 

このように０～２歳という時期は、人間の成長のなかでも重要な時期と言えます。 

そこで、大分県幼児教育センターにおける「幼児教育」の範囲も、大分県幼児教育振興

プログラム（改訂版）同様、０～５歳児と考えています。 

 

 

 

 

 

 

幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領のそれぞれ

に、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」いわゆる「10の姿」が共通して記載され、幼

児教育と小学校教育との効果的な接続が求められています。特に３～５歳児の幼児教育の

質の向上は、引き継ぐ小学校教育だけでなくその後にも大きな影響があるものとして益々

重要と考えます。 

このような状況を踏まえながら、幼児教育センターの取組を進めていきたいと考えてい

ます。 

 

 

 

大大分分県県幼幼児児教教育育振振興興ププロロググララムム（（改改訂訂版版））

ににおおけけるる幼幼児児教教育育のの範範囲囲はは、、００～～５５歳歳児児  
 

大大分分県県のの幼幼児児教教育育セセンンタターーのの幼幼児児教教育育のの範範囲囲

はは、、００～～５５歳歳児児でですす。。  
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